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論文の内容の要旨
小松雄樹氏の博士学位論文は、従来のカテーテル法では正確な不整脈起源の同定や有効なカテーテルア
ブレーションが困難とされる左室頂上部(left ventricular summit, LV-summit)起源の特発性心室不整脈症例を


















2013 年 1 月～2016 年 8月に、筑波大学附属病院において心室不整脈に対してカテーテルアブレーションを
施行した連続 229 症例のなかで、summit-CV にマイクロ電極カテーテルを挿入してマッピングを施行した 31 例
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ーテルで記録された心室不整脈の最早期興奮部位は体表面心電図 QRS onset より 34.1±5.3ms先行していた。
summit-CV 群内では、先行度はアブレーション成功例で 26.1±7.1ms、不成功例で 17.2±5.0ms 先行であった。
アブレーション成功部位でのペースマッピングでQRS波形が心室不整脈波形と一致したのは 2例(14%)のみで
あった。summit-CV 起源心室不整脈の 12 誘導心電図は、非特異的脚ブロックパターン、高い胸部誘導移行帯、

















平成 31年 1月 15日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。よって、
著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
